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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成30年3月22日(2018.3.22)

【公開番号】特開2016-145300(P2016-145300A)
【公開日】平成28年8月12日(2016.8.12)
【年通号数】公開・登録公報2016-048
【出願番号】特願2015-23261(P2015-23261)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   9/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ    9/28     １０１　
   Ｃ０８Ｊ    9/28     ＣＦＧ　

【手続補正書】
【提出日】平成30年2月5日(2018.2.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
＜実施例１＞
ガラス製反応容器に、窒素雰囲気下、無水トリメリット酸（ＴＭＡ）：０．９６モル、４
，４’－ジフェニルメタンジイソシアネート（ＭＤＩ）：１モル、ポリテトラメチレング
リコール（分子量１０００）：０．０４モル　、ＮＭＰを投入して攪拌した。　得られた
溶液を、２００℃に昇温して７時間反応後、冷却することにより、オキシテトラメチレン
ユニットが導入されたＰＡＩ溶液を得た。（ＰＡＩ固形分濃度：３５質量％、ＰＡＩ固有
粘度が０．９８ｄｌ／ｇ）　この溶液に、ＰＡＩに対し貧溶媒となるテトラグライムを加
え、均一なＰＡＩ溶液（Ａ－１）を得た。　この溶液の固形分濃度は約１１質量％、　テ
トラグライムの質量比率は、混合溶媒（ＮＭＰとテトラグライム）に対し、７０質量％で
あった。　Ａ－１を、アルミニウム箔（厚み：１５０μｍ）上に、ドクターブレードを用
いて塗布し、１２０℃で２０分、１６０℃で１０分乾燥することにより、アルミ箔上に積
層された厚み３５μｍの多孔質ＰＡＩフィルム（Ｐ－１）を得た。　Ｐ－１の気孔率は６
５体積％であり、平均気孔径３２０ｎｍの均一な気孔が形成されていた。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
＜実施例２＞
ポリテトラメチレングリコールをポリエチレングリコール（分子量２０００）用いたこと
以外は、実施例１と同様にして、共重合ＰＡＩ溶液を作成し、実施例１と同様にしてアル
ミ箔上に積層された厚み３０μｍの多孔質ＰＡＩフィルム（Ｐ－２）を得た。
Ｐ－２の気孔率は６２体積％であり、平均気孔径２５０ｎｍの均一な気孔が形成されてい
た。
 
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
＜実施例３＞
ＴＭＡの使用量を０．９８モルとし、ポリテトラメチレングリコール（分子量１０００）
の使用量を０．０２モルとしたこと以外は、実施例１と同様にして、共重合ＰＡＩ溶液を
作成し、実施例１と同様にしてアルミ箔上に積層された厚み３２μｍの多孔質ＰＡＩフィ
ルム（Ｐ－３）を得た。Ｐ－３の気孔率は６８体積％であり、平均気孔径４８０ｎｍの均
一な気孔が形成されていた。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
＜比較例１＞
ＴＭＡの使用量を１モルとし、ポリテトラメチレングリコール（分子量１０００）を使用
しなかったこと以外は、実施例１と同様にして、ＰＡＩ溶液を作成し、実施例１と同様に
してアルミ箔上に積層された厚み３５μｍの多孔質ＰＡＩフィルム（Ｐ－４）を得た。Ｐ
－３の気孔率は７２体積％であったが、平均気孔径は２５００ｎｍであった。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
＜比較例２＞
混合溶媒（ＮＭＰとテトラグライム）中のテトラグライムの質量比率を、１０質量％とし
たこと以外は、実施例１と同様にして、ＰＡＩ溶液を作成し、実施例１と同様にしてアル
ミ箔上に積層された厚み３５μｍの多孔質ＰＡＩフィルム（Ｐ－５）を得た。Ｐ－５の気
孔率は１体積％未満であった。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
平均気孔径が１０００ｎｍ以下の微細な気孔が多数形成された本発明の多孔質ＰＡＩフィ
ルムは、電子材料や光学材料、リチウム二次電池用セパレータ、フィルタ、分離膜、電線
被覆等の産業用材料、医療材料の素材等に好適に用いることができる。
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